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特集

障害者スポーツ推進の現状と動向
障害者スポーツの推進の取り組み 

―障害者スポーツ文化センターラポールの取り組みから

リハビリテーションとしてのスポーツ
障害者スポーツのいろいろ

スポーツで活き活きと

※都合により誌面が変更される場合がございます。

厚生労働省と経済産業省が連携し，2011 年から介護ロボットの開発・普及を促進する
事業が行われています。介護の中でも負担の大きい移乗，移動，排泄，認知症の方

の見守り，入浴支援が重点分野となりました。日本は産業用ロボットの年間出荷額，国内
稼働台数ともに世界一で「ロボット大国」といわれています。少子・高齢化に伴う介護ニー
ズの増加とそれを支えるマンパワーの低下を介護ロボットで補い，介護のノウハウととも
に介護ロボットを海外に売り，日本の産業を発展させるのがこの事業の目標です。
　介護ロボットというと，どのようなものを思い浮かべますか。やはり鉄腕アトムのよう
な人型ロボットでしょうか。今回の介護ロボットの開発・普及プロジェクトでは，介護ロ
ボットは次のように定義されました。「ロボットとは，情報を感知（センサー系），判断（知
能・制御系）し，動作（駆動系）する 3 つの要素技術を有する知能化した機械システムで
ある。このロボット技術が応用され利用者の自立支援や介護者の負担の軽減に役立つ介護
機器を介護ロボットと呼んでいる」。人型ロボットに限らず，感知して，判断して，動く機
能がある福祉用具（支援機器）であればこの事業の対象としており，介護分野に工学系の
技術者が多数参画する機会になっています。これまでたくさんの介護ロボットが製品化さ
れました。
　さて，今月の特集は多職種協働ですが，この介護ロボットに関する事業の大きな特徴は，
工学系の技術者と実際に介護にかかわる者とが密に連携することがプログラムされている
ことです。多職種協働が成功する要因の一つは「目標の共有」です。本事業はまさに使え
る介護ロボットを作るという目標のもとに，厚生労働省と経済産業省のみならず，風土，
文化，言語の違う工学系，介護系，医療系などの職種が協働しています。この事業での現
場でのさまざまな取り組み，試行錯誤が今後の福祉用具の発展のみならず，介護技術の向
上に役立つことを願います。
 編集委員　渡邉愼一
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